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この講演で伝えたいこと

1. 既存科目を組み合わせてプログラムを作った
○ 工学分野では数理・データサイエンス・AIは多くの授業で

扱っているので追加の負荷なく作れた

〇 申請に必要な１年の実績が作れたのですぐに申請できた

△ 修了条件がやや複雑。他学科履修も必要

△ 履修状況の把握・点検が難しい

2. ４学部ごとにプログラムを作った
〇 先進工学、工学、情報学、建築学の特徴を出せた

△ 共通科目による教育に比べ教材・教務管理が難しい

3. 高校・大学・大学院のつながりで取り組みをしている
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工学院大学
工学者のための数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）

3出典：工学院大学「工学者のための数理・データサイエンス・AI教育プログラム」

特徴：工学院大学の工学基礎教育を組み合わせて学ぶ

学長による全学部学生への講義

全学部約１４００名／学年対象

https://www.kogakuin.ac.jp/about/action/mdash_program.html
https://www.kogakuin.ac.jp/about/action/mdash_program.html
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工学院大学先進工学部
先進工学のための数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

特徴：化学実験や化学プロセスで生み出されるビッグデータから学ぶ

化学分野のAI・
データサイエン
ス基礎・実践

先進工学部約３６０名／学年対象

機械学習を計算化学を通して学ぶ



5

工学院大学工学部
工学のための数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

特徴：ロボットでの応用から学ぶ

ロボット分野の
AI・データサイエ
ンス基礎・実践

機械学習を障害物発見に応用して学ぶ

工学部約３８０名／学年対象

障害物
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工学院大学情報学部
情報学のための数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

人工知能・機械学
習のAI・データサイ
エンス基礎・実践

特徴：人工知能・機械学習を広く深く学ぶ

情報学部約３１０名／学年対象

人工知能と機械学習を広く深く学ぶ
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工学院大学建築学部
建築学のための数理・データサイエンス・AI教育プログラム（応用基礎レベル）

特徴：生成AIを活用し建築学とAIの学びを深める

画像生成AIでインテリアデザイン
を生成するプロンプト(命令文)を
ChatGPTで作成する

画像生成AIへのプロンプト

インテリア画像生成

建築学部「AIとデータサイエンス」実習の様子

建築学部約３５０名／学年対象

申請
準備中



オープンバッジ（修了証）の発行
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数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの修了者に対して電子
証明としてオープンバッジの発行を検討している

ブロックチェーン技術を活用した学修歴を証明するオンライン発行の電子バッジ
Web履歴書、SNS、メールへの署名欄等で掲載するような使い方が想定される
https://www.digital.go.jp/policies/digital_promotion_staff_openbadge/



高校・大学・大学院のつながりの取り組み

高等学校の新カリキュラム「情報Ⅰ」への準備
1. 東京都高等学校進路指導協議会との連携
2. 附属中学校・高等学校とのデジタルモノづくり連携
3. 本学教職課程と情報教員免許取得で連携

大学と産業界・地域との連携
1. クラウドキャンパスによる新しいオンライン教育
2. 八王子市、西新宿との課題解決実践連携

大学院教育の拡充
1. 情報学専攻の入学定員増（30名→50名予定）
2. 高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に関わる支援に応募
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この講演のまとめ

1. 既存科目を組み合わせてプログラムを作った
〇 工学分野では数理・データサイエンス・AIは多くの授業で

扱っているので追加の負荷なく作れた

〇 申請に必要な１年の実績が作れたのですぐに申請できた

△ 修了条件がやや複雑。他学科履修も必要

△ 履修状況の把握・点検が難しい

2. ４学部ごとにプログラムを作った
〇 先進工学、工学、情報学、建築学の特徴を出せた

△ 共通科目による教育に比べ教材・教務管理が難しい

3. 高校・大学・大学院のつながりで取り組みをしている
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